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�、はじめに

����年代に入り、これまでの形態と異なる新しい様相を呈するグローバリゼーションが、世界

全体を巻き込み急速に進んでいる。これは、好むと好まざるとに関係なく、かつ、先進国と開発途

上国を問わず地球規模で進展している。さらに、経済、技術、文化に大きな影響を及ぼし、特に、

経済のグローバリゼーションは金融市場に大きな影響を与え、技術の分野では、先進国と開発途上

国間で大きな技術格差を生んでいる。さらに、経済と技術のグローバリゼーションの進展は、先進

諸国と開発途上国間で格差の拡大と貧困の増大という新しい問題を浮かび上がらせている。

世界の貧困改善の努力は ����年代から国際機関が中心となり、改善戦略と改善手法の幾多の

変遷を経ながら今日に至っている。��世紀末から ��世紀初頭にかけ世界銀行と �	
が中心とな

り、����年の貧困軽減目標に向け貧困軽減戦略���
 � ������� ��������� 
��������が、貧

困を多く抱える開発途上国で推進されている。また、貧困の改善と人間開発の関係は、����年代

後半から ����年代にかけて����を中心に国際機関で議論され、貧困の軽減に人間開発は有効

であることが認識された。����では、人間開発の進展度を人間開発指数で表す手法を開発し、

����年から人間開発報告書にまとめ毎年発行するようになった。本稿では、ラテンアメリカを中

心とする開発途上国のグローバリゼーションの諸問題、人間開発との関係を検証し、グローバル化

が進展する中での貧困改善について考察する。

�、グローバリゼーションのコンセプトと問題

社会はグローバリゼーションの時代を迎えた。��世紀の植民地化の進展、��世紀末に始まっ

た企業の多国籍化や経済市場における国際交易の緩和があげられる。��世紀に入りさらに「国際

化」というコンセプトの下に、市場経済のグローバル化や企業のグローバル化が継続的に推進され

てきた。当初は、開発の遅れている開発途上国などの経済成長を促し、国の発展に寄与できるとし

て注目を集め、多くの開発途上国で、グローバリゼーションのコンセプトに倣い構造改革を進めて

きた。また、世界銀行や�	
などの国際諸機関が中心となり開発や金融自由化を中心とする開発途

上国支援や構造改革政策が行われてきた。しかし、��世紀末から��世紀初頭にかけ起こった、

������年タイバーツの暴落は東アジアの金融危機を招き、世界的な需要の停滞、������年
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�月のアメリカ本土で起こった同時多発テロ事件、������年末に起こったアルゼンチンの経済

危機問題、など幾つかの社会現象はグローバリゼーションの内包する諸問題を浮き彫りにした。一

方、グローバリゼーションの進展、即ち、貿易の自由化と輸出用生産に対する優遇措置の提供がチ

リ、韓国、中国、インド、ボツワナ、モーリシャス、マレーシア、タイで輸出が急増し国民一人当

たりの所得も増加しよい影響を与えた。また、外国からの直接投資がチリ、中国、韓国のように所

得の増加、人間開発の前進に貢献している事例がある��。

今日の社会現象を捉え、グローバリゼーションのコンセプトは『｢市場経済のグローバル化」と

か「企業のグローバル化」などという一般的、世俗的論議の対象に止まることではないことは、最

近の政治的、経済的危機の深まりの現象からグローバリゼーションは危機の時代を画するコンセプ

ト、あるいは歴史の大転換を予知させる時代認識をはらんだコンセプトととらえるべきではないだ

ろうか』��という向きもある。

即ち、『東南アジア危機が示すように、経済的危機はただちに政治的危機を生み出す。先進国で

も同様である。成長率の低迷や失業率の上昇、財政改革の失敗は内閣の崩壊につながる。しかも、

この動きはすべて国際的性格を帯びる。一国の経済危機はただちに世界中に波及し、政治危機を拡

大する』��とする論調があり、アルゼンチンの経済危機に伴う政権の崩壊は、この典型的な事例と

なった。

アメリカの同時多発テロ事件を含め、一連の社会現象は、グローバリゼーションの進展により最

大の恩恵を受けている国とその恩恵を受けない国の格差、富の一極集中、貧困の拡大、富の分配の

不公正さによるリージョナルの対立�アメリカとアメリカを敵対視する諸国の対立�が原因と見な

すことができる。

グローバリゼーションの恩恵を受けたのは一握りの先進国であり、特に、��世紀末から ��世

紀にかけては、アメリカに富が集中する構造が築かれた、この反動が今日の開発途上国の経済危機

の発生、特にメキシコ、ブラジルやアルゼンチンなどの南米諸国の経済破綻を招いた。また、アメ

リカのテロ事件の勃発という社会現象を引き起こしたという主張がある。

経済危機による経済成長の停滞は、人間開発と貧困改善を遅らせる原因にもなった。人間開発を

促進する教育、福祉、健康、貧困層の経済的自立援助等への公共投資が減り、人間開発の促進と密

接な関係にある貧困改善が遅れる原因にもなった。グローバリゼーションは、今後も、これまでに

築いた金融市場の仕組み、情報通信技術の革新が築き上げたネットワーク社会により止まることな

く進展する。今日のグローバリゼーションは、��世紀の新しいコンセプトにおいて緒についたば

かりといえ、包含する諸問題の中で、アメリカと一部の先進国の利益追求の手段から富の公平な分

配を基盤として、開発途上国の発展ならびに人間開発と貧困改善を重要視した政策及びプログラム

を維持し解決を図ることが必要である。
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� グローバリゼーションと新しい潮流

���空間�時間の縮小短縮と国境の消滅

��世紀末には、これまでと様相を異にしたグローバリゼーションが急速に進んでいる。今日の

グローバリゼーションには二つの意味合いがある。一つ目は、市場経済�企業のグローバリゼーショ

ンであり、二つ目は、技術革新による世界的なネットワーク社会の形成がもたらすグローバリゼー

ションである。今日のグローバリゼーションの進展は、国家、経済、技術、文化や人々の交流にお

いて新たなボーダーレス社会を築き、国境を越え人々の接触を活発にしている。反面、ボーダーレ

ス社会に参加できる国や人々と参加できない国や人々との間に大きな格差を生み、分断化が進んで

いる。一方、グローバリゼーションによってもたらされた変革は、『グローバルな統合の性質を明

確化にし、新しい市場、新しいアクター、新しいルール、新しい手段を出現させた』��といえる。

これらの変革と技術革新を伴った地球規模のネットワークが、国家間の関係だけではなく、国内の

みならず国をまたいだ人と人の間の情報交流を活発にすると同時に緊密化させボーダーレス社会を

築き上げた。

これらの変革による、現在のグローバリゼーションの特徴を ����年の人間開発報告書では次

の�分類で示している��。ここにあげる�分類の、それぞれの事例については全てを示していると

は言えないが、その項目に関わる変革の内容を理解することはできる。

� 新しい市場

�サービス分野のグロ－バル市場の成長－銀行、保険、輸送

�新しい金融市場�規制緩和、グローバルな相互連結、�日 �	時間の取引、遠隔地での瞬

時取引、デリバティブなどの新商品

�独占禁止法の規制緩和と企業の活発な合弁�買収

�グローバルブランドが幅を利かすグロ－バルな消費市場


 新しい登場者

�多国籍企業による生産とマーケティングの統合、世界の生産活動の支配

���
－各国政府にルールを履行させる権限をもつ初めての多国間組織

�現在準備中の国際刑事裁判所システム

�活発化する��
の国際ネットワークづくり

�地域ブロックの増加とその存在感の増大－欧州連合����、東南アジア諸国連合������､

南米南部共同市場�����
����、北米自由貿易協定�������、南部アフリカ開発共

同体������

�政策調整グループの増加－��、���、���、���、
���

� 新しいルールと規範
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�市場経済政策の導入が世界全体に広がり、民営化と自由化がかってないほど大幅に前進し

た

�政治体制としての民主制の導入が広がった

�人権に関する一連の条約や協定が適用範囲と加盟国を広げ、世界中の人々の意識を向上さ

せた

�開発のための目標と行動アジェンダに関するコンセンサスを確立した

�生物多様性、オゾン層、有害廃棄物処理、砂漠化、気候変動などグローバルな環境につい

ての条約や合意

�貿易の多国籍協定において、環境や社会状況などの新しい課題が取り上げられるようになっ

た

�サービス、知的財産権、通信の分野の新たな多国間協定が、従来の協定よりも各国政府を

厳しく拘束するようになった

�議論の的になっている投資に関する多国間協定

� より高速で安価な新しい通信手段

�大勢の人々を同時に結びつけるインターネットと電子回路

�携帯電話

�ファクシミリ

�航空、鉄道、自動車による高速で安価な輸送

�コンピュータ援用設計�����

さらに、グローバリゼーションによる現代の様相の変化について、��空間の縮小、��時間の

短縮、��国境の消滅、の�つをあげている��。新しい高速で安価な通信手段や高速の輸送手段は､

地理的な距離を縮小し、時間を大幅に短縮することを可能にしている。例えば、�月 ��日に起こっ

たアメリカ�ニューヨークのテロ事件、アフガニスタンの戦争のニュースは、瞬時に、かつ、リア

ルタイムで世界中の国々で視聴することができ、世界の多くの人が情報を共有することができるよ

うになった。また、投機的な金融市場の動静は、一夜にして世界中を駆け巡りタイで起こった金融

危機は、インドネシアや韓国などの東アジア諸国に波及し、さらに遠くのアフリカや南米諸国へと､

ネットワークを通じて短時間に伝播した	�。このように、遠隔地で起こった出来事が、遠く離れた

一見関係ないような人々の生活にも影響を与える構造が国際社会に生まれた。これらの事象は、国

と国の間を瞬時に駆け巡り、あたかも世界が単一の国家であり、単一の市場のような動きの様相を

示した。これは、国境が消えたかのような世界が出現したもので、国家の主権がどこにあるのかと

いう重大な問題さえ問われる時代になった。

グローバリゼーションの進展によって、国家間の格差、地域間の格差、富裕層と貧困層の格差の

拡大問題が起こっている。また、情報通信技術などの新しい技術革新により、これまでと異なった
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形態の格差が広がっている。

� 格差の諸問題

国家間、地域間や技術の差、所得の差、人間開発の差など格差の存在は多面的である。これまで

貧困問題では、主として所得の差と人間の基本的資質の改善、即ち、人間開発の進展状況に視点が

置かれてきた。����年代に入り世界のグローバリゼーションが情報通信技術の革新により急速に

拡大した。この技術革新は、コンピュータや通信機器などのハイテクノロジーの工業化や利用、工

業所有権の獲得などにおいて、新しい格差を生み出している。これらの技術を創造した国や工業化

を進めた先進諸国に、富が集中する構造が出現しつつある。

��� 一人当り所得格差の状況

所得格差を、一人当り ���について先進国との割合の推移で、世界全体および地域別に表した

図表が図�－�、表�－�である。この表から明らかなように、東アジア�中国を含む�地域で対

先進国に対する格差は、一人当り ���が ���	年 �
�� �から ����年 
��
 �と大幅に縮小し

ているが、東アジアを除く他地域では全ての地域と分類において拡大していることがわかる。��

�	年から ����年における期間別の格差の変移を見ると、東アジア ���	年以来縮小にあるが､

特に、���	－��年、����－��年において縮小傾向が強まっている。これは、この地域における

経済活動が活発に推移していることと、経済成長が順調に進んでいることを示唆している�表�－�､

図�－�参照�。先進国に対する割合を検証してみると、全開発途上国では 
��－
�� �、後開発途

上国においては ��
－��
 �に過ぎず、開発途上国全域の割合は極めて少なく格差が大きく開いて

いる。地域別で比較するとラテンアメリカ�カリブ諸国 �
�	－�����、アラブ諸国 ���	－���	�､

東ヨーロッパ����諸国 ���	－���
 �の �� �代を除き	�以下の地域が多く大きな格差がある

ことがわかる。特に、南アジア ����年において ��� �、��� �、サハラ以南アフリカ ��� �と

極めてこの地域で占める割合が低く、かつ、格差の大きい状況にある。

南アジア地域 ���から ��� �、アラブ諸国 ���	から ���	 �、東ヨーロッパ����諸国 ���	

から ���
 �と、この地域における落ち込みが極めて大きい。

この図表から明らかなように先進国の占める割合が如何に大きい、偏った構造になっているかが

わかる。

ラテンアメリカ�カリブ諸国における先進国との�人当り ���の割合では ���	－��年で ���

ポイントの縮小が見られるものの ����－�	年 ���、���	－��年で ��	の拡大が見られ、����－

��年において ��	の縮小があり ����年代末で ��	ポイント縮小の傾向が見られる�表�－�､

図�－�参照�。�人当り ���の先進国との割合の期間別変化をみると、表�－�、図�－�か

ら明らかなようにラテンアメリカ�カリブ諸国の�人当り���の対先進国との格差は、����－�	年
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���ポイント、����－��年 ���で格差が拡大方向にあったが、����年代に入り縮小傾向に転

じた。しかしながら、人間開発の先進国との格差は拡大傾向にあり、�人当りの所得を増やし人間

開発の向上を進展させる政策が必要である。

��� 輸出の状況

輸出における格差を検証するため、財サービスの輸出状況をラテンアメリカ�カリブ諸国中心に

����年の実績を表�－�、図�－�に示した。ラテンアメリカ�カリブ諸国の輸出格差を、最も

密接な輸出市場であり	輸出高一位のアメリカの実績と比較した。アメリカの輸出高と比較すると､

データのある��ヶ国中、かろうじてメキシコが�
���と���代、ブラジルは����と���以下

表 �－� �人当り���の先進国との格差

国 名

�人当り��� �人当り���格差�先進国基準�

���

��		
年��
�

先進国を���とした割合
���

�	
� �	�� �	�� �		� �	

 �	
� �	�� �	�� �		� �	



先進国
全開発途上国
後開発途上国
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東アジア
東アジア�中国を含む�
東南アジア�太平洋諸国
南アジア
南アジア�インドを含む�
サハラ以南アフリカ
アラブ諸国

東ヨーロッパ����諸国
全世界

�����	
���
��


���	�
�
�

��
�	
���
���
��

�
�

����

����
�����

������
���
���

��	��
���

���	

���
���
���
���

��	��
����
�����

������
�	�
�
�

��
	�
���

�����
�
�
��


��
���

�����
����
���
�

�
����

��
�



��
��
�
�

����	
��	
���

�	
���

�����
��	���
����


�	����
	��
���

����	
���


����
�����
���
��

���
����

��	�	
�����

���
���
���
����
���
���

���
���
���
���
����
－

���	

���
���
���
���

���
���	
���
���
��

��

����
－

����

���
���
���
����
���
����
���
���
���
���
����
－

����

���
���
���

����
��


�
��
���
���
���
���

����
����
�	��

���
��

���

����
���

����
���
���
��

��

－

����
���


出所�北谷勝秀「�	
�人間開発報告書�����グローバゼーションと人間開発」国際協力出版、����年���－���、��

�－���頁

表 �－� 対先進国�人当り���の格差と変移

国 名

�人当り���格差�先進国基準�

先進国を���とした割合
機関別推移

�	
� �	�� �	�� �		�

全開発途上国
後開発途上国
ラテンアメリカ�カリブ諸国
東アジア
東アジア�中国を含む�
東南アジア�太平洋諸国
南アジア
南アジア�インドを含む�
サハラ以南アフリカ
アラブ諸国

東ヨーロッパ����諸国
全世界
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出所�北谷勝秀「�	
�人間開発報告書�����グローバゼーションと人間

開発」国際協力出版、����年���－���、���－���頁
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図 �－� �人当り���格差の推移
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である、�カ国が��以下、他の��カ国は��以下とラテンアメリカ�カリブ諸国の輸出高は極め

て低く、大きな格差を生じている。経済発展が著しく進展した東アジア諸国と比較して、インドネ

シア��、マレーシア���	�、韓国�	���、中国
��
�で、人間開発指数でラテンアメリカ諸国

の多くの国より下位にあるインドですら��
�の実績を持っておりラテンアメリカ�カリブ諸国の

如何に低く、格差の大きい状況にあるかがわかる。

表 �－� 財サービスの輸出

出所�北谷勝秀「����人間開発報告書�			�グローバリゼーションと人間開発」国

際協力出版、�			年、��－��頁

国 名
合計

輸出合計����万����
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輸出割合�
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ペルー
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ドミニカ共和国
エルサルバトル
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��� 情報通信技術分野における格差

グローバリゼーションの進展に密接に関係する情報通信技術分野の格差について考察する。情報

通信技術分野では通信回線の普及状況、パソコンの普及状況、インターネットの普及状況について

アメリカの普及状況と比較した。主要電話回線の普及では、アメリカに比較し東欧����諸国�����､

ラテンアメリカ�カリブ諸国 	
�� �、東アジア 	��� �と�から�分の一、他の地域ではアラブ

諸国 ��� �、東南アジア�太平洋諸国 ��� �、南アジア 
�� �、サハラ以南アフリカで ��	 �と

極めて格差がある。後開発途上国においては ��� �と��にも満たない状況にある。パソコン台

数では統計データのあるアラブ諸国、東アジアで約��、インターネットのホスト数では東欧�

���諸国が 	�� �で、他の地域は全て	�以下と極めて普及が低く、アメリカとの間で大きな格差

を生じている。����先進諸国との間でも 

�� �と差があり、インターネットの世界ではアメ

リカの一人勝ちの状況にあるといえる�表�－�、図�－�参照�。

図 �－� 輸出高の格差�アメリカを基準�
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表 �－� 情報�通信技術の利用状況

出所�『����� ����	
����� 
��

� ����』���������������

主要電話回線
�����人当り�

パソコン台数
�����人当り�

インターネット
ホスト数

�����人当り�

アメリカを基準とした割合
主要電話回線

���
パソコン台数

���
インターネットホスト数

���

地域名 ����－�	 ����－�	 ���	 ����－�	 ����－�	 ���	
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後開発途上国
アラブ諸国
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サハラ以南アフリカ
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��
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����諸国
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人間開発指数上位国
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� グローバリゼーションと人間開発

���人間開発

グローバリゼーションが進展する現代の社会において、これが要因となる経済危機問題が、開発

途上国を中心に発生し、経済成長が停滞した。特に、����年代から ����年代における累積債

務問題を契機とした経済停滞、タイバーツの急落による東アジア諸国の金融危機、����年から �

���年に掛けてのアルゼンチンの経済破綻、����年�月のアメリカのテロ事件など、グローバ

ル化による諸問題が実際に露呈した。この原因は、前章で検討したアメリカを中心とする先進諸国

と、開発途上国の多面的に起こっている諸格差である。

貧困の改善方策については、開発途上国の開発環境の変化と経済成長の動向に合わせ、開発途上

国の経済成長政策が議論され、貧困改善手法について変遷があった��。�	
�ではアマルティア�

セン�
������� ����の人間開発論に依拠する「人間開発」を考慮した貧困改善手法を取り入れ､

����年より、この新しい人間開発の概念による「人間開発指数��
������� 
����������

������」��を算出し、その指数を国別に毎年『人間開発報告書』としてまとめ公表している��。こ

の公表されたデータにより各国の人間開発の状況が比較できると同時に、人間開発の進展状況、遅

れている分野を把握することができる。

人間開発を向上するための社会投資を継続的に行うには、その財源を拠出する国の経済成長を持

続的に進展させ、長期にわたる安定した財源の確保ができる経済構造を確立する必要がある。グロー

バリゼーションの進展により金融システムや経済システムはネットワーク社会の出現により瞬時に

一小国の財政能力以上の取引を行う投機的な動きを容易にした。この投機的な動きは、小国や開発

途上国の金融危機を引き起こし、経済成長の停滞や累積債務の返済率の増大を招き、これが原因で

社会投資への財源の圧迫が起こり人間開発の進展が遅れる。人間開発の遅れは、貧困改善を遅らせ

ると同時に、貧困の拡大を招く原因にもなる。

���所得の向上と人間開発の推進

経済成長と人間開発の進展の関連を、�人当りの所得の伸び率��人当りの �
�の伸び率�と

�� !年から ��� 年の人間開発指数の変化により考察した�表	－�、図	－�参照�。ラテン

アメリカ
カリブ諸国における�人当り所得の推移と人間開発の改善率の傾向は、多くの国で ��

 !－��年の期間において人間開発の改善率が進展し、����－����年の経済成長の停滞の期間で

は、人間開発の改善率は鈍化している。����－��� 年の間では�人当りの �
�の回復により

再び人間開発の改善率が向上する傾向を示している。ニカラグア、ハイチのように大幅な�
�の

落ち込みは人間開発の進展を極端に悪化させている。東南アジア諸国においても同様の傾向が見ら

れ、韓国、マレーシア、中国で経済成長の鈍化と人間開発の改善率の鈍化が相関関係にあり、����
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表 �－� �人当り所得推移と人間開発の推移

出所�北谷勝秀「����人間開発報告書�����グローバリゼーションと人間開発」国際協力出版、����年 ���－���、
���－���頁

国 名
人間開発指数変化率 �人当り���変化率

����－	
 ��	
－	� ��	�－�
 ���
－�� ����－	
 ��	
－	� ��	�－�
 ���
－��
チリ
アルゼンチン
ウルグアイ
コスタリカ
人間開発中位国
トリニダード�トバコ
ベネズエラ
パナマ
メキシコ
コロンビア
エクアドル
ブラジル
ペルー
ジャマイカ
パラグアイ
ドミニカ共和国
エルサルバドル
ボリビア
ホンジュラス
ニカラグア
人間開発下位国
ハイチ
アメリカ
日本
英国
シンガポール
韓国
マレーシア
中国
インドネシア
インド
全開発途上国
後開発途上国
サハラ以南アフリカ
アラブ諸国
東アジア
東アジア�中国を含む


東南アジア�太平洋諸国
南アジア
南アジア�インドを含む


ラテンアメリカ����諸国
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全世界
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福 井 千 鶴

年代の経済成長の低下は�人当りの���の成長を停滞させ、人間開発の向上に影響を与えている｡

人間開発の要素である非識字率の改善状況について、ラテンアメリカとアメリカの過去 ���年

の比較を表�－�に示す。ラテンアメリカの識字率は、����年になり ����年当時のアメリカ

の非識字率の水準に到達できたといえる。また、�人当りの���では表�－�に示すように����

年当初からの格差がまったく縮小していない��	。

���海外からの直接投資と人間開発

海外からの直接投資は、開発途上国の成長を助けている。グローバル化の進展要素の一つに、海

外への民間投資がある。マレーシアでは、���
年『外国からの直接投資が総固定資本形成の ��

�を占め、経済成長や国民の福祉の向上のために用いられた』��	。マレーシアにおける直接投資の

効果は、����－��年に年間��以上の�人当りの所得の伸びを記録した。所得貧困が �� �から

�
 �に減少し、最貧困層 �� �の所得が �
�ドル���
�年	から��
�ドル�����年���ド

ル	まで向上した。人間開発の面での効果は、平均寿命が 
�歳、成人識字率は �� �、初等教育

の就学率は �� �になった。乳児死亡率は過去 ��年間で出生 ����人当り 
�人から ��人に減

少した。海外直接投資は、人間開発を達成する際に大きな役割を果たしている。『マレーシアは、

経済的措置を社会的
構造的施策で支えることによって、外国からの直接投資を経済成長と人間開

発のために役立たせるという手法をとってきた』��	。マレーシアは海外直接投資と国民所得の向上

図 �－� �人当り所得推移と人間開発の推移
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世界のグローバル化と人間開発の一考察

と人間開発の関連付けたことによって効果が得られた模範的な事例といえる。

海外直接投資と経済成長および人間開発の関係を、ラテンアメリカ�カリブ諸国を中心に比較する

�表�－�、図�－�参照�。直接投資の増加と経済成長、人間開発の改善が関連し順調に進展して

いる国は、チリの�カ国といえる。ベネズエラ、ボリビアは投資増加率が高いが、人間開発の改善

度合いが低い。ブラジル、メキシコの投資額が大きい割には人間開発の改善度はブラジル �����､

���� �に止まっている。韓国、マレーシア、インドネシア、中国では同じレベルの投資をしたに

もかかわらず人間開発の改善率は、ラテンアメリカ�カリブ諸国の約�倍からそれ以上になってい

る。国の投資誘致の環境整備、税制の優遇措置、社会の安定、金融の安定化などの施策が総合的に

管理されている国に対して海外からの投資が旺盛になり、国の経済成長を支え、人間開発を進展さ

せることが可能となる。アジア地域と比べると、ラテンアメリカ�カリブ諸国の経済成長、人間開

発の進展度はアジア諸国に比べ低調である。

表 �－� ラテンアメリカとの人間開発�非識字率�の格差

年 ラテンアメリカ アメリカ 格 差
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出所�稲田十一、大橋英夫、狐崎知己、室井義雄著『国際開発の地域比較』中

央経済社、	


年、��頁

表 �－� 主要ラテンアメリカ�カ国の厚生指数に見るアメリカとの格差�米＝����

出所�稲田十一、大橋英夫、狐崎知己、室井義雄著『国際開発の地域比較』中央経済社、	


年、��頁
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福 井 千 鶴

表 �－� 海外直接投資と経済成長および人間開発

出所�北谷勝秀「����人間開発報告書�����グローバリゼーションと人間開発」国際協力出版、����年 ��－��、���－

���頁

国 名

海外直接投資額

����

増加率
���

����－��

人間開発上位国
チリ
アルゼンチン
ウルグアイ
コスタリカ
人間開発中位国
トリニダード	トバコ
ベネズエラ
パナマ
メキシコ
コロンビア
エクアドル
ブラジル
ペルー
ジャマイカ
パラグアイ
ドミニカ共和国
エルサルバドル
ボリビア
ホンジュラス
ニカラグア
人間開発下位国
ハイチ

アメリカ
日本
英国
シンガポール
韓国
マレーシア
タイ
中国
インドネシア
インド
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世界のグローバル化と人間開発の一考察

� おわりに

現代社会で進展するグローバリゼーションは、開発途上国の人間開発によい影響を与える面と、

金融危機による経済成長の停滞から人間開発の促進に影響のある公共投資の圧迫から開発の向上が

鈍化する面がある。また、グロ－バリゼーションの進展により格差の拡大が起こり、富が先進国、

特に、アメリカに集中する社会構造が出来上がったことを示唆する。�人当りの ���、財サービ

スの輸出、情報通信技術の普及状況など、グローバル化に関連する諸要素を先進国やアメリカと比

較することで、開発途上国ならびにラテンアメリカ�カリブ諸国の格差の現状を検証した。この結

果、ここで検証した全ての分野において先進国ならびにアメリカとの比較において、大きな格差が

生じた。�人当りの ���では、ラテンアメリカ諸国は先進国とアメリカの格差は縮小する傾向に

ない。財サービスの輸出、インターネットの普及ではラテンアメリカ�カリブ諸国のほとんどの国

でアメリカの��以下という極めて低い状況にある。

これらの検証の結果、ラテンアメリカ�カリブ諸国において極めて大きい格差が先進国、特に、

ラテンアメリカの市場に密接に関係のあるアメリカとの間にあることがわかった。また、経済成長

が停滞することにより人間開発の進展が遅れることも検証できた。一方、グローバリゼーションが

進展する中で、世界の経済システムにおける海外長期投資が円滑に行われ、その投資効果を巧みに

取り入れその利益を享受できれば経済成長と�人当りの所得の向上が得られ人間開発の改善に効果

図 �－� �人当り所得推移と人間開発の推移
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福 井 千 鶴

的であることとが検証できた。

ラテンアメリカ�カリブ諸国では、グロ－バリゼーションの進展による、経済成長の恩恵享受、

人間開発の改善度ではアジア諸国に比べると低いことがわかった。これは、��世紀からの植民地

支配が現在の社会構造をもたらしたものである。グローバリゼーションが進展する中で人間開発を

効率よく促進し、ラテンアメリカ�カリブ諸国の貧困を軽減するには富の公平な分配を目指す社会

構造の変革が大きな問題である。また、グローバリゼーションを支える新しい技術を如何に導入し､

経済成長に役立たせる社会システムをどのように構築するかが、ラテンアメリカ�カリブ諸国の今

後の課題である。

�ふくい ちず�日本大学国際関係学部専任講師�高崎経済大学経済学部非常勤講師�

註

�� 北谷勝秀監修「�	
�人間開発報告書 ���� グローバリゼーションと人間開発」国際協力出版会、����

年、�����－��


�� 片岡幸彦編著者「地球村の行方」新評論、����年、��頁

�� 同上書、��頁

�� 北谷勝秀監修「�	
�人間開発報告書 ����、グローバリゼーションと人間開発」国際協力出版、����年､

��頁

�� 同上書、������、��頁

�� 同上書、��－��頁

	� 同上書 ��頁


� 福井千鶴『ラテンアメリカ諸国における ��年代の貧困改善の動向』地域政策研究�高崎経済大学、第�巻第

�号、����年、��頁、表�－�

表 �－� 歴史的な流れと貧困改善論の変遷

主要理論�ハーシュマンの「トリクル�ダウン効果」理論の導入と経済成長の追及

���������������。

＊ 世界銀行は、����年代と����年代のオペレーションをこの考えに基づいて展開。先進国の経済の成長によ

る途上国への大きな資本の流入により、貧困改善にトリクル�ダウン効果の現象が見られた。

＊ ｢逆�字型説」 !"�#$�������

＊ ｢従属理論」所得分配平等を主張する者にはトリクル�ダウン理論は受け入れられなかった。貧困者に直接裨

益する援助の実施が主張された。�	%&'
�国連貿易開発会議(%)'%*ラテンアメリカ+カリブ経済委員会

会議

＊ ����年代後半オイルショックで先進国経済成長率低下、資本流入による途上国の経済成長が望めなくなった｡

＊ 所得再分配の議論が強まったベーシック+ヒューマン+ニーズ戦略���	�*,)�ジュネーブ会議表明。��	は所

得再配分に視点を置く

＊ メキシコに端を発した累積債務問題がクローズアップ

＊ 世界���の国で貧困増大。トリクル�ダウン効果望めず、所得より貧困問題そのものにアプローチが必要になっ

た

貧困軽減対策が再び開発の重要テーマの一つになった。

＊ 世界銀行の����年世界開発報告のテーマが｢貧困｣となった。 貧困層の経済活動への参加、 貧困層への投

資を促進。�&,方式導入、｢社会投資基金」の創設

＊ �	
��国連開発計画では「����年人間開発報告書�人間開発」でアマルティー�センの人間の資質と本質

の「ケイパビリティー概念｣、シュルツ「人的資本への投資」に基づく人間開発が提唱された。｢人間開発｣、

｢人間貧困」を考慮した貧困層の資質改善論。�	
�では毎年「人間開発報告書」で、世界各国の「人間開発｣

と「人間貧困」の指数を測り、到達度を取りまとめて発表

年 代 国際機関

����年代

����年代

����年代

����年代

����年代



����

世界のグローバル化と人間開発の一考察

��同上書、���頁

���は、各指標について最大値と最小値を定め、�から�までの数値で表す。例えば、成人識字率の最小値

が��で最大値が ��� �のとき、識字率が �	 �の国では、識字率の指標は �
�	になる。平均余命が 		年

の国では、平均余命の最小値が �	年で最大値が �	年の時には、寿命の要素は �
	になる。所得の面では、

最小値が ���ドル�


�、最大値が ������ドル�


�である。これら�つの要素の数値が平均され、総

合的な ���指数が算出される。広野良吉監修『人間開発報告書 ����』国連開発計画	国際協力出版会、��

��年 ��－��頁。���の指数算定の基準になる各要素の最大値と最小値は次表に示す値である。
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��� 北谷勝秀監修『���
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表 ���の最大値と最小値

最小値

�	

�

�

���

最大値

�	

���

�	

������

平均余命�年�

成人識字率���

就学年数
所得�


�に換算された�人当たり実質��
�


